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最近よく「エビデンス」と言うことばを耳にしません

か？数年前に最初に知ったときに、「海老でんす？いっ

たい何？」と思ったものです。調べてみると、「証拠・

根拠、証言、形跡などを意味する英単語 "evidence"

に由来する外来の日本語。一般用語として使われるこ

とは少なく、多くは、学術用語や業界用語としてそれ

ぞれに異なる意味合いで使われている。」とのこと。要

は、感覚や経験だけでものを言うのではなく、「データ等を駆使して証拠を示して

結論を言おう」ということなのだと理解しました。特に医学では、様々な治療法が

研究されていますが、しっかりとデータにより根拠（エビデンス）を示さないと使

えません。医学は人間の命を預かりますから当然ですね。

一方、近年は教育の分野でも「エビデンス」ということばが使われるようになっ

てきました。慶応大学の中室牧子先生が、教育経済学という立場から「教育政策の

形成において、根拠を示して実施することが必要」と唱え、マスコミ等でも注目を

浴びました。確かに、人口減少、超高齢化社会に突入する日本において税収の伸び

は期待できず、今ある資源を有効に活用するために、どの施策が効果的かをデータ

を持って示していくことは大事です。

学校では、「校内研究」として、研修会や授業研究会が行われています。これら

の研究を通して、優れた手法や指導技術が、他の先生にも広まり学校全体が変わる

ことが求められています。そのためには、学校でアイディアを練り、それを実行す

るとこんな成果が出ましたという研究発表がなされるべきだと思います。そうする

と、「事前・事後にアンケートをとろう」「学力調査や学習状況調査の結果を使おう」

「学校評価に関連する項目を入れよう」とエビデンス（根拠）を意識した成果の見

取りにつながるわけです。

ただ、研究発表会で配られた紀要を見ていると、まるで「指導案集」になってい

て、どこを見ても、「何を研究し、どんな成果があったのか」が示されていない学

校もあります。

医学は人の命を預かりますが、教育は子どもたちの将来を預かっているのです。

そこで、根拠のない教育法・指導法がまかり通っていてはいけないと思います。

「自校の子どもたちは○○に課題がある。だから、△△に全員で取り組んでみよ

う」「○○をすれば△△が得られる」と仮説を立て、それをデータにより証明でき

てこそ、研究といえると思います。そうでないと再現が不可能だった「ＳＴＡＰ細

胞はあります」と同じになってしまいますね。もちろん、教師の気づき（最近子ど

もたちは○○になった）を否定するわけではありません。「データと気づき」の両

方のバランスのとれた研究・実践が大事だと思います。

伊丹市立総合教育センターだより





  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      
  

 

     
 
 
 
 
 
 

 昆陽里小学校 宮谷校長先生に聞きました。 

Q１．いつ作成されましたか？           

A１．平成 28 年に作成しました。 

  Q２．どうして作成しようと思われましたか？ 

  A２．スマホに関わるトラブルが多く、その度に保護者を呼んで事情を聞く中で、 

「子どもとスマホに関わる約束事をしていますか」と尋ねると、ほとんどの家庭が

「していない」という回答でした。そこで、ＰＴＡとも相談し、ＰＴＡと学校 

が一緒になって何回も協議を重ねて、「スマホ契約書」に至りました。 

Q３．契約書を作成してどんな効果がありましたか？ 

A３．この取り組みで何かすぐに結果が出るものではありません。それでも、スマホのト

ラブルがあった際には、保護者を呼び、改めて子どもとスマホの契約を交わしてきち

んと管理してくださいということが伝えられるようになりました。 

新たな取り組みを 

されている学校を紹介!! 

発行 伊丹市立総合教育センター 

所在地 〒664-0898  伊丹市千僧 1丁目１ 

月～金 9:00～21:00 土 9:00～17:00 

電話 072-780-2480  FAX  072-780-2482 

休館日 日曜・祝日、年末・年始 

ホームページ http://www.itami.ed.jp/ 

①契約書を読み聞かせる 

②約束した項目から□にチェック

を入れる 

③全てにチェックができたら、 

使用者・保護者氏名にサインする 

④家のわかりやすいところに 

保管する 

⑤約束を破った場合は契約書を 

出してきて、家族で話し合う 

 

 

昆陽里小学校 


	8月1面
	2,3面
	8月4面

